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 ミニ展示「すみだの工場で働いていた文学者」 

期間：2 月 5 日(金)～2 月 28 日(日) 

場所：緑図書館１階、３階展示コーナー 
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2 月 14 日(日) 

午後 2～4 時 

講師：大塚融氏 

（経営史研究家・元ＮＨＫ記者） 

 

資料展 「すみだの印刷産業資料展」 
講演会 
「不景気をのり越える 

下町企業家の社訓・家訓」 

緑図書館【すみだ文化講座】と 資料展  
２ 月 

 

NNeewwss   

緑図書館３階学習室 

 

 

〈一般書〉 

順位 貸出数 タイトル 著者 出版社 

1 406 ダイイング・アイ 東野圭吾 光文社 

2 358 楽園 上 宮部みゆき 文藝春秋 

3 351 おそろし－三島屋変調百物語事始－ 宮部みゆき 角川書店 

〈児童書〉 

順位 貸出数 タイトル 著者 出版社 

1 209 かいけつゾロリたべるぜ！大ぐいせんしゅけん 原ゆたか ポプラ社 

2 205 かいけつゾロリのてんごくとじごく 原ゆたか ポプラ社 

3 204 かいけつゾロリのまほうのへや 原ゆたか ポプラ社 

〈雑誌〉 

順位 貸出数 タイトル 発行所 

1 2154 婦人公論 中央公論新社 

2 2073 ａｎ ａｎ（アン・アン） マガジンハウス 

3 1925 オレンジページ ＯＲＡＮＧＥ ＰＡＧＥ オレンジページ 

〈音楽・映像〉※以下は、全てＣＤです。 

順位 貸出数 タイトル 著者表示 

1 184 ＧＯＬＤＥＮ ＢＥＳＴ 井上陽水 

2 149 爆笑スーパーライブ－中高年に愛をこめて－第 1 集！ 綾小路きみまろ 

3 139 志の輔らくごのごらく 5 立川志の輔 

 

 

 



 
館名 今月の特集コーナー 

一般書：「坂本龍馬」 
あずま図書館 

児童書：「おかしの本」 窓ぎわの児童書：「雪とこおり」 

一般書：「お隣の国 中国を知る」     
緑図書館 

ヤングアダルト〔Y・Ａ〕：「にゃん、にゃん、にゃん（２月２２日は猫の日）」 

寺島図書館 児童室１：「ふゆ」  児童室２：「まほう」 

一般書：「恋愛小説」  児童書：「詩の本を読んでみませんか？」  
立花図書館 

えほんのひろば：「おかしのえほん」 

一般書：「心をこめて、ショコラを贈る。」「笑って暮らす 2010」「古地図片手に江戸散歩」 
八広図書館 

児童書：「まめ、おに・・・」 

東駒形コミュニティ 一般書：「映像になった本たち」 

   会館図書室 児童書：「おやつのじかん」「おにさんやっつけろ!!」 

梅若橋コミュニティ 一般書 前半：「St. Valentine's Day」 「闘病記」 後半：「今、行きたい温泉！」 

会館図書室 児童書 前半：「おいしいおはなし」後半：「ひなまつり♪」 

横川コミュニティ 一般特集 1：「芥川賞・直木賞」 一般特集２：「2010 年から はじめました」 

   会館図書室 児童特集：「冬の星空」 

 

｢朝 起きたとたん“あーあ また今日も家事と育児の繰り返しの 1 日が始まるのかー”そう
思うと空しくなった。おむつを替える 食事をつくる お皿を洗う 洗濯をする 毎日毎日 3
回も 4 回も 5 回も 何も残らない 誰にも感謝されない 非生産的な肉体労働。風邪をひきっぱ
なしで気分がブルーだったせいか“あーあ”と毎日ため息ばかり。そりゃあ 外で働くほうがど
んなにいいだろう。働いただけの給料をもらい 時間がくれば そこで終わり。日曜日はゆっく
り休み 何といってもしっかりやれば充実感が生まれる。知らなかった! 母親業がこんなに大変
な仕事だなんて。｣ 

この一文は、共同育児を目的として設立された「あんふぁんての会」というグループの会誌か
ら抜粋したものを、『働くママ 専業ママ 子どものためにどっちがいいの?（三沢直子/著 緑書
房 資料コード 112390596）』という本に転載されていたものです。 

男女平等と言われて久しい今の日本ですが、夫婦に子どもが産まれても、男性が今までの仕事
を辞め、専業主夫になる話はあまり聞いたことがありません。一方、女性は色々な選択肢で悩み
ます。出産退職、出産後仕事復帰、子育て後の再就職、はたまた専業主婦への道。 

どのような生き方を選択するかは、女性自身の性格にもよりますが、子どものためにはどうし
たらいいかと考えた結果、自我を捨て、進むべき道を決める人が多いのだと思います。 

それまでは男性と同じように働き、生活していた女性が、出産した途端に子ども中心の生活に
一変し、人によっては独房に入れられ、下女になったような意識を持つ人もいるのだと、実際に
ふたりの子どもを専業主婦として育てた経験を持つ著者自身の言葉としても述べています。本来
は夫婦にとって喜びであるはずの出産や育児が、これでは寂しい話です。子育ては、その子を出
産した女性自身はもちろんですが、夫や親戚にとってもかけがえのない大事業のはずです。 

発足したばかりの新政権でも「子育ては社会全体で行うべきもの」との考えから、子育てに対
する支援政策を新たに打ち出すなど、育児を母親ひとりだけの負担にさせないという気風もわず
かですが社会全体に垣間見えています。 

どの道を選択しようと子育てで悩み苦しむことは多々あると思いますが、この大事業を少しで
も楽しく、最終的には夫をはじめ、周りの人たちや社会制度に助けられながら達成していくこと
が大切なのではないでしょうか。 

この本の結びに述べられている、「仕事も育児も無理なくできる社会づくり」を目指すことが
重要であるのは間違いありません。              

文 えとよん 

『働くママ専業ママ 子どものためにどっちがいいの?』 



 

せ
、
宮
内
省
か
ら
３
０
０
円
下
賜
さ
れ
る
と
、
飛
鳥

山
の
「
桜
賦
」
の
碑
を
西
郷
の
碑
と
同
じ
広
群
鶴
に

刻
ま
せ
て
建
て
た
。
更
に
、
本
所
入
江
町
の
か
つ
て

の
大
家
で
あ
り
妻
の
舅
に
あ
た
る
岡
野
孫
一
郎
の
遺

族
に
も
家
を
買
っ
た
り
、
仕
事
を
み
つ
け
た
り
の
世

話
を
や
い
て
い
る
。
五
女
お
た
ゑ
の
た
め
に
は
９
０

０
円
で
木
下
川
の
田
地
を
買
い
上
げ
て
も
い
る
。
実

に
、
江
戸
開
城
の
後
始
末
を
身
の
回
り
か
ら
徳
川
家

ま
で
徹
底
し
て
行
っ
た
と
い
え
る
。 

明
治
３１
年
３
月
２
日
、
徳
川
慶
喜
は
天
皇
に
前
の

将
軍
と
し
て
拝
謁
し
て
い
る
。
勝
の
積
年
の
努
力
が

実
っ
た
の
で
あ
る
。
勝
は
引
き
際
と
し
て
、
勝
家
を

徳
川
に
託
す
べ
く
息
女
伊
代
子
を
慶
喜
の
十
男
、
精

（
く
わ
し
）
に
嫁
が
せ
、
木
下
川
梅
園
を
引
き
出
物

と
し
て
贈
っ
て
い
る
。
梅
園
は
明
治
４３
年
の
洪
水
で

廃
れ
、
放
水
路
で
そ
の
土
地
の
多
く
を
失
っ
た
。
碑

文
は
、
池
上
の
洗
足
池
畔
に
移
さ
れ
て
い
る
の
で
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
幕
末
、
維
新
が
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

で
話
題
に
な
る
と
き
、
是
非
、「
海
舟
日
記
」
の
一
読 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
お
勧
め
す
る
。
参
：
勝
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か
し 

お
う
ふ 

こ
う
ぐ
ん
か
く 

は
い
え
つ 

に
外
国
奉
行
と
し
て
通
商
条
約
の
調
印
を
行
っ
て

い
る
。
岐
雲
園
を
買
い
取
る
資
金
は
、
勝
が
徳
川
の

私
設
銀
行
か
ら
用
立
て
て
い
る
。
永
井
は
岩
瀬
の
た

め
の
祠
を
岐
雲
園
に
建
て
た
。
永
井
尚
志
は
、
長
崎

の
海
軍
伝
習
所
の
総
監
理
だ
っ
た
人
物
で
榎
本
武

揚
と
共
に
函
館
で
官
軍
と
戦
っ
て
い
る
。
永
井
ら
旧

幕
臣
の
多
い
本
所
、
向
島
近
く
の
木
下
川
の
別
荘

は
、
い
わ
ば
負
け
組
の
徳
川
と
幕
臣
の
名
誉
回
復
を

図
る
に
は
格
好
の
場
所
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

勝
海
舟
の
一
大
事
業
と
い
え
ば
、
江
戸
の
無
血
開

城
で
あ
る
が
、
こ
の
時
、
勝
と
談
に
あ
た
っ
た
官
軍

の
総
大
将
西
郷
は
明
治
１０
年
２
月
２５
日
に
勃
発
し

た
西
南
戦
争
に
破
れ
自
害
し
て
い
る
。
征
韓
論
に
破

れ
た
西
郷
は
、
鹿
児
島
に
帰
る
前
、
向
島
小
梅
に
あ

る
越
後
屋
の
別
荘
で
数
日
を
釣
り
な
ど
に
興
じ
て

過
ご
し
て
い
る
。
勝
は
、
ま
だ
、
西
郷
の
こ
と
を
云
々

す
る
こ
と
さ
え
憚
ら
れ
る
明
治
１２
年
に
、
早
速
、
西

郷
の
記
念
碑
を
木
下
川
の
浄
光
寺
に
建
立
し
て
い

る
。
８
月
１
日
の
日
記
に
「
建
碑
諸
入
用
あ
ら
ま
し
。

浄
光
寺
、
５
０
０
疋
。
寺
男
５０
銭
・
・
建
築
１５
円
・
・

運
賃
５
円
、
台
石
１７
円
・
・
」
と
あ
る
。
建
碑
に
は
、

当
時
石
油
発
掘
事
業
な
ど
に
奔
走
し
て
い
た
山
岡

鉄
舟(

本
所
御
蔵
生
ま
れ)
も
関
わ
っ
た
。
表
に
西
郷

の
自
筆
詩
、
裏
に
勝
の
「
西
郷
の
こ
と
を
よ
く
知
っ

て
い
る
の
は
我
で
あ
り
、
我
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る

の
は
西
郷
ひ
と
り
で
あ
る
」
と
の
文
を
友
人
勝
海
舟

と
し
て
刻
ん
で
い
る
。 

 

ま
た
、
勝
は
、
海
舟
の
号
を
与
え
、
勝
の
妹
を
妻

と
し
た
佐
久
間
象
山
の
書
額
を
山
岡
鉄
舟
に
持
た 

ほ
こ
ら 

た
け
、 

は
ば
か 

あ
き 

ひ
き 

す
み
だ
の
歴
史 

勝
海
舟
と 

木
下
川
梅
園 

浄光寺境内西郷南洲碑 
す
え 

勝
海
舟
は
、
明
治
に
な
る
と
勝
安
房
（
あ
わ
）
と

名
乗
り
（
あ
ほ
う
と
も
読
む
だ
ろ
う
と
言
っ
た
と
か
）

下
木
下
川
村
（
現
：
東
墨
田
３
丁
目
）
の
梅
園
を
別

荘
と
し
て
い
た
。
木
下
川
梅
園
は
、
中
川
の
土
手
か

ら
薬
師
像
で
有
名
な
浄
光
寺
の
あ
っ
た
辺
り
ま
で
８５

町
歩
の
広
い
地
に
梅
林
が
あ
り
治
郎
兵
衛
の
梅
と
い

わ
れ
て
い
た
。
勝
は
明
治
１１
年
１０
月
、
村
越
治
郎
兵

衛
か
ら
土
地
建
物
を
買
い
上
げ
別
荘
と
し
た
。
別
荘

の
留
守
居
に
は
初
め
、
松
平
勘
太
郎
に
頼
ん
だ
よ
う

だ
が
断
ら
れ
て
い
る
。
明
治
１１
年
９
月
２６
日
の
日
記

に
「
勘
太
郎
、
木
下
川
断
、
出
身
の
旨
、
申
し
聞
く
。」

と
あ
る
。
こ
の
勘
太
郎
、
松
平
勘
太
郎
だ
と
す
る
と
、

勝
と
は
神
戸
操
練
所
時
代
の
仲
間
で
あ
り
、
大
阪
町

奉
行
の
時
は
、
坂
本
龍
馬
を
見
逃
し
た
こ
と
も
あ
る

人
物
で
あ
る
。
結
局
、
留
守
居
に
な
っ
た
の
は
永
井

尚
志
（
な
お
ゆ
き
）
の
と
こ
ろ
の
於
元
（
お
も
と
）

で
あ
る
。
「
明
治
１１
年
１０
月
２０
日
、
晴
、
於
元
。
木

下
川
、
か
り
込
み
代
２
円
、
下
女
仕
着
せ
２
円
、
居

風
呂
代
４
円
渡
す
」
と
日
記
に
あ
る
。 

 

永
井
尚
志
は
、
明
治
９
年
に
向
島
の
岐
雲
園
（
墨

田
１
―
４
）
に
隠
居
し
た
。
岐
雲
園
は
、
岩
瀬
忠
震

の
屋
敷
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
永
井
は
岩
瀬
忠
震
と
共 

ぶ 

き
ね
が
わ 

こ
と
わ
る 

き
う
ん
え
ん 

し
き 

た
だ
な
り 

ち
ょ
う 

 

 

浄光寺 

「兵要測量軌典」陸軍文庫 
   （ＩＤ：112261045） 



【 開 館 時 間 】    火曜日～土曜日・・・・・・9：00～20：00 
日曜日・月曜日・祝日・・・9：00～17：00 

★コミュニティ会館図書室は、月曜日の開館時間が 9：00～20：00 です。 

【休  館  日】    館内整理日《毎月第３木曜日（祝日にあたる場合は翌日）》、年末年始 

★コミュニティ会館図書室は、毎月第１月曜日も休館日です。 

 

日 月 火 水 木 金 土 

 1 2 3 4 5 6 

 
東・梅・横 
コミュニティ   

あ「おはなしのじか

ん」15：15～ 

緑「小さい子どものため

のおはなし会」 

10：３0～ 

横「おはなしのじ

かん」15：45～ 

立「おはなし会」

14：00～ 

 
図書室休館 

  
東「おはなしれっしゃ」

10：30～   
  八「おはなしとあそびの

じかん」10：30～ 

 
  

  
  

  
  東「おはなしのもり」

14：00～ 

 
  

  

  

  

  梅「おはなし会」

15：00～ 

7 8 9 10 建国の記念日 11 12 13 
  

  

  緑「こうさく会」 

15：00～   
横「おはなしのじ

かん」15：45～ 

あ「あそびとおは

なし会」11：00～ 

  

  

  
 

  寺「おはなし会」

11：０0～ 

    

 
八「おひざでえほん」

11：00～  
  立「おはなし会」

14：00～ 

  
   

  
 

  八「おはなしとあそびの

じかん」10：30～ 

  

   
  

 
  梅「おはなし会」

15：00～ 

14 15 16 17 18 19 20 
★緑「すみだ文化

講座」14：00～  
  あ「おはなしのじか

ん」15：15～ 館内整理日 

横「おはなしのじ

かん」15：45～ 

寺「おはなし会」

11：０0～ 

  

  
緑「おはなしのへや」

15：00～  
  立「おはなし会」

14：00～ 

  

  
  

  全館休館   八「おはなしとあそびの

じかん」10：30～ 

  

  
  

  

 
  梅「おはなし会」

15：00～ 

21 22 23 24 25 26 27 
あ「小さい子どもの

ためのおはなし会」

11：00～ 

  

寺「おひざでえほ

ん」10：30～ 

あ「こうさく会」 

15：15～ 

  

横「おはなしのじ

かん」15：45～ 

立「おはなし会」

14：00～ 

    
  

   
  八「おはなしひろ

ば」10：30～ 

  
  

    

    梅「おはなし会」

15：00～ 

28       
              

 

 
編集後記：２月といえば受験シーズン真っ只中。受験で思い出すのは、友達から手作りの合格祈願のお守りをもらったことです。受

験生の皆様、桜の咲く春に向けてあと少し！食事・睡眠をしっかり摂って、最後まで頑張ってください。卒業までの友達

とのわずかな時間も大切に☆（そら） 

●あずま図書館 

文花 1-19-1 

電話：3612-6048 

●緑図書館 

緑 2-24-5 

電話：3631-4621 

●寺島図書館 

東向島 3-34-4 

電話：3611-4610 

●立花図書館 

立花 6-8-1-101 

電話：3618-2620 

●八広図書館 

八広 5-10-1-104 

電話：3616-0846 

●梅若橋コミュニティ 

会館図書室 

堤通２－９－１ 

電話：3616-1101 

●横川コミュニティ 

会館図書室 

横川５－９－１ 

電話：5608-4500 

●東駒形コミュニティ 

会館図書室 

東駒形 4－14－1 

電話：3623-1141 

●すみだ女性センター 

押上 2-12-7-111 

電話：5608-1771 

 
♪１0 日（水曜日）の緑図書館の「こうさく会」は『おひなさまづくり』です。 
♪ 24 日（水曜日）のあずま図書館の「こうさく会」は『ひなまつり こうさく』です。 
★ 14 日（日曜日）の緑図書館の「すみだ文化講座」は、一般向けの行事です。 

★行事の詳細

は、各館に直接

お問い合わせ

ください。 

 


